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(３)子どもラムサールクラブ(年間のべ 361名が参加) ※前年度比-102名 

 

 

表 11 子どもラムサールクラブ 2020 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 98 子どもラムサールクラブ 

｢水鳥公園のヒミツの場所を探検！｣ 

(2020年 9月 13 日) 

写真 99 子どもラムサールクラブ 

｢ゴズを釣ってみよう！｣ 

(2020年 10月 11日) 
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写真 100 子どもラムサールクラブ 

｢粟嶋神社でいきもの探検！｣ 

(2020年 11月 8 日) 

写真 101 子どもラムサールクラブ 

｢お気に入りの鳥の絵を描こう！｣ 

(2020年 12月 13日) 

写真 102 子どもラムサールクラブ 

｢安来のコハクチョウを観に行こう！｣ 

(2021年 1月 24 日) 

写真 104 子どもラムサールクラブ｢一年間の

活動を壁新聞にまとめよう！｣ 

(2021年 3月 14 日) 

写真 103 子どもラムサールクラブ 

｢冬の水鳥を観察しよう！｣ 

(2021年 2月 14 日) 
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(４)米子市こどもエコクラブ(年間のべ 95名が参加・米子市受託事業) 

前年度比:－6名 

 

 

表 12 米子市こどもエコクラブ 2020 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 105 米子市こどもエコクラブ 

｢開講式･メダカ池で生き物観察会！｣ 

(2020年 9月 26 日) 

写真 106 米子市こどもエコクラブ 

｢ゴズを釣ってみよう！｣ 

(2020年 10月 17日) 
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写真 108 米子市こどもエコクラブ 

｢海藻おしばを作ろう！｣ 

(2020年 12月 12日) 

写真 107 米子市こどもエコクラブ 

｢粟嶋神社でいきもの観察会！｣ 

(2020年 11月 7 日) 

写真 111 米子市こどもエコクラブ 

｢ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞﾂｱｰ＆一年間の振り返り｣ 

(2021年 3月 20 日) 

写真 109 米子市こどもエコクラブ｢安来のコ

ハクチョウを観に行こう！｣ 

(2021年 1月 16 日) 

写真 110 米子市こどもエコクラブ 

｢米子水鳥公園で野鳥観察会！｣ 

(2021年 2月 20 日) 
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(５)園内クイズラリー(年間のべ 653名が参加) ※前年度比-202名 

来園者が、開館時間中にいつでも楽しく遊べて、同時に自然のことが学べる

クイズラリーを用意しました。クイズは 3択問題で、ネイチャーセンター内に

6 問、屋外に 4 問設置しました。全問回答できたら、レンジャーカウンターで

答え合わせをして、参加者には成績に応じて水鳥公園の生きものハガキやボー

ルペンなどをプレゼントしました。 

問題は、季節に応じて 3か月ごとに年 4回更新しました。 

 

◆全問正解者数 

4 月～ 6 月： 3人 / のべ 71 人中（昨年度：22 人 / のべ 170人中） 

7 月～ 9 月：18人 / のべ 116人中（昨年度： 7 人 / のべ 89 人中） 

10月～12月：17人 / のべ 236人中（昨年度：16 人 / のべ 174人中） 

1 月～ 3 月：42人 / のべ 230人中（昨年度：24 人 / のべ 422人中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(６)メダカ池の生きもの採集(年間のべ 462名が参加) ※前年度比-172名 

来園者が園内のメダカ池で生きもの採集を楽しめるように、受付でタモ網と

虫かごの無料貸し出しを行いました。メダカ池の生きものは開園時間中いつで

も自由に採集できますが、持ち帰りは禁止としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 112 クイズラリーに挑戦する子どもたち 

(2021年 1月 3日) 

写真 113 メダカ採りをする子どもたち 

(2020年 9月 26 日) 
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(７)ダンゴムシレース大会 2020(夏休み期間中のべ 395名が参加) ※前年比+36名 

夏休み期間中に、園内でダンゴムシを捕まえて特設コースを歩かせて、ス 

タートからゴールまでの時間を競うレース大会を開催しました。記録は 1週間

ごとに集計して、上位 3人には上位から金、銀、銅の特製缶バッチをプレゼン

トしました。そして、夏休み終了後に各週の優勝者の中から総合優勝者を選び、

KING OF DANGOMUSH 認定証を授与してダンゴムシ Tシャツをプレゼントしまし

た。 

なお、参加者全員に参加記念品として、ダンゴムシのオリジナル缶バッチ・

キーホルダー・携帯ストラップのいずれかをプレゼントしました。 

 

期  間：令和 2年 7月 18日(土)～8月 23日(日) 

会  場：米子水鳥公園ネイチャーセンター 展望ホール 

参加人数：のべ 395名(付き添い者を除く) 

総合優勝：白枝 樹季 記録：10秒 10 (7月 19日) 

 

第１週 2020年 7月 18日(土)～7月 26日(日)   

第 1位 10秒 10 7月 19日(日) 白枝 樹季 

第 2位 10秒 33 7月 19日(日) 岡本 積幸 

第 3位 10秒 64 7月 26日(日) 中村心乃助  

 

第 2週 2020年 7 月 27 日(月)～8月 2 日(日) 

第 1位 11秒 12 7月 31日(金) 内本祷雅 

第 2位 11秒 63 8月 1 日(土) 宮垣若奈 

第 3位 12秒 35 7月 31日(金) 鈴木望愛 

 

 第 3 週 2020年 8月 3日(月)～8月 9日(日) 

 第 1位 12秒 09 8月 7日(金) 濱中 冬麻 

 第 2位 12秒 87 8月 5日(水) 角田 美佐 

 第 3位 13秒 01 8月 9日(日) 佐々木航大 

第 4週 2020年 8 月 10 日(月)～16日(日) 

第 1位 10秒 86 8月 13日(木) 大田 歩 

第 2位 11秒 05 8月 14日(金) 尾上 颯 

第 3位 11秒 09 8月 10日(月) 松本恵美 

 

第５週 2020年 8月 17日(月)～8月 23日(日) 

第 1位 11秒 39 8月 22日(土) 坂本 陸 

第 2位 13秒 96 8月 23日(日) 木科光晴 

第 3位 14秒 40 8月 19日(水) 坂田千紗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真 115 ダンゴムシレース大会 2020 

記録表示(2020年 8月 23日) 

写真 114 ダンゴムシレース大会 2020 

開催風景(2020年 8月 16日) 
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(８)子ども自由研究応援事業(のべ 81名が参加) ※前年度比+6名 

小学生が自然科学をテーマに自由研究に取り組むための応援事業を、夏休み

期間中に開催しました(表 13)。そして、今年度に自然科学分野の自由研究に

取り組んだ小学生を 11月に招待して、自由研究の発表会を開催しました。 

 

 

 

表 13 子ども自由研究応援事業 2020 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 116 虫捕りトラップで昆虫採集！制作編 

(2020年 7月 23 日) 

写真 117 虫捕りトラップで昆虫採集！採集編 

(2020年 7月 26 日) 

 

写真 118 標本箱を作ろう！ 

(2020年 8月 1日) 

写真 119 昆虫の展足の仕方を解説 

(2020年 8月 1日) 
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◆第 13回「こども自由研究発表会」 

日時：令和 2 年 11月 29日(日) 12：45～18：00 

会場：米子文化ホール 第 1・第 2研修室 

主催：NPO法人日本野鳥の会鳥取県支部 

地域貢献団体スワン米子 

米子水鳥公園友の会 

公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団 

協力：米子市小学校教育研究会 

人数：大人 25 人、中学生以下 11人(うち発表者 10名) ※前年比-15名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このほか、令和元年に萱島に

関する自由研究のお手伝いをさ

せて頂いた児童 2名が、第 13回

ジュニア郷土研究大会で県教育

長賞を受賞して、その報告とお

礼のご挨拶に来てくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(９)第 25回「彦名水鳥ウォーク」 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止となりました。 

 

写真 120 第 13 回こども自由研究発表会 

(2020年 11月 29日) 

 

写真 121 研究発表した児童たちの記念写真 

(2020年 11月 29日) 

写真 122 表彰状と表彰盾をもって記念撮影 

(2020年 8月 30 日) 
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(10)ドングリコマ回し大会 2021(参加者 149名 ※手作り自然教室に含む) 

※前年度比-279名 

ドングリでコマを作って回し、ドングリコマが回った時間の長さに応じて、

当公園オリジナルの丑(うし)年缶バッチをプレゼントしました(写真 113)。 

 

期 間：令和 3年 1月 1日(金)～1月 3日(日) 

人 数：大人 58人、中学生以下 67人 

ルール：①自分で作ったドングリコマを使う 

②一発勝負！(一日一回) 

③記録は水鳥公園スタッフが計測する 

④コマが回った時間の長さに応じて、 

米子水鳥公園オリジナル丑年缶バッチをプレゼントする 

・20秒以上：ナベヅルの金バッチ 

・10秒～20秒：アマサギの銀バッチ 

・10秒以下：ハクセキレイの銅バッチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 125 令和 3年のオリジナル｢うし年｣ 

缶バッチ(左から金、銀、銅) 

写真 126 生き物カルタで遊ぼう！ 

(2021年 1月 3日) 

写真 124 回っているドングリコマの 

記録を計測中(2021年 1月 1 日) 

写真 123 ドングリコマ回し大会会場 

(2021年 1月 2日) 
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(11)米子水鳥公園の生きものカルタで遊ぼう！(参加者 16名) ※前年度比-31名 

お正月期間中に、米子水鳥公園に生息する生きもの 50 種類の特徴を川柳に

表したオリジナルカルタで、自由に遊べるコーナーを開設しました。 

     

開催期間：令和 3年 1月 1日(金)～1月 3日(日) 

利用者数：大人 6名、中学生以下 10名 

 

(12)第 26回「米子水鳥公園絵画コンクール」 

（応募総数 147点・投票数 323票・表彰式出席者 24 名） 

※前年比：応募総数-9点・投票数-79票・表彰式出席者-25名 

 米子水鳥公園では、平成 7年に開園以来、毎年冬に水鳥の絵画と作文のコン

クールを開催しており、第 12回(平成 18年度)以降は絵画のみのコンクールを

開催しています。 

この企画と関連して、絵画コンクールに出展する作品を子ども達に描いても

らう機会として、｢水鳥の絵を描く会｣を実施しました。 

応募作品は、投票審査の受付期間中に来館したお客様に、全展示作品の中か

ら最も優秀と思う作品の番号を投票していただいた上で、審査員による審査会

によって審査しました。審査基準は、子どもらしい描写と色使い、鳥の特徴を

うまく捉えているか、などで、これらを総合判断して入賞作品を選定しました。 

そして、全応募作品の中から、吉岡更紗さんの｢カワセミ｣が最優秀賞に選ば

れました。 

 

主  催：地域貢献団体スワン米子、NPO法人日本野鳥の会鳥取県支部、米子

水鳥公園友の会、公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団 

後  援：米子市教育委員会 

応募期間：令和 2年 12月 19日(土)～令和 3年 1月 13日(水) 

展示会場：米子水鳥公園ネイチャーセンター観察ホールおよびスロープ壁面 

展示期間：令和 3年 2月 3日(土)～3月 7日(日) 

表 彰 式：令和 3年 2月 28日(日)11：00～12：00 

出 席 者：大人 14名、小学生 7名、幼児 3名 

応募総数：147点 

内  訳：米子市 119点、境港市 13点、南部町 2点、大山町 7点、琴浦町 2

点、島根県 3点、京都府 1点、幼稚園 2点(米子市) 

・米子市……………23校 

・境港市…………… 4校 

・大山町…………… 4校 

・南部町…………… 1校 

・島根県…………… 2校 

・京都府…………… 4校 

・米子市内幼稚園… 2園 

 

合計 38 校 

（＋ 審査対象外 2園） 

ネイチャーセンター入館者による審査投票総数：323票 

(投票審査の受付期間：令和 3年 1月 23日～2月 5日) 



 72 

●入選者と作品名 

◆最優秀賞(1名) 

米子市立福米西小学校 ６年 吉岡
よしおか

更紗
さ ら さ

 ｢カワセミ｣ 

◆優秀賞(6名) 

米子市立箕蚊屋小学校 1年 持田
も ち だ

比呂
ひ ろ

 はくちょうのたわむれ 

米子市立義方小学校 2年 岡本
おかもと

和樹
か ず き

 鳥の楽園、水鳥公園 

米子市立箕蚊屋小学校 3年 田中
た な か

英茉
え ま

 かがやくコハクチョウ 

境港市立渡小学校 4年  谷垣
たにがき

千尋
ち ひ ろ

 きれいな模様 

米子市立車尾小学校 5年 田中
た な か

脩
しゅう

太
た

 欲望の精神 

米子市立福米西小学校 6年 井上
いのうえ

和奏
わ か な

 虎視眈々 

◆佳作(12名) 

 大山町立大山西小学校 1年 種子
た ね こ

大輝
だ い き

 かあさんのせなかはあったかいな(ｶｲﾂﾌﾞﾘ) 

境港市立渡小学校 1年  谷垣
たにがき

遥
はる

仁
ひと

 ふわふわの毛としま模様がかわいいな 

米子市立車尾小学校 2年 米原
よねはら

花
か

恵
え

 春の足音～また会おうね 

安来市立十神小学校 2年 井澤
い ざ わ

 陸
りく

 二わのコブハクチョウ 

米子市立就将小学校 3年 小林
こばやし

 慈
いつき

 かりにせいこう!!（ミサゴ） 

米子市立箕蚊屋小学校 3年 中
なか

橋
はし

作
さく

人
と

 日なたぼっこをするカワウ 

南部町立西伯小学校 4年 田
た

邊
なべ

采
こと

美
み

 白鳥の親子 

米子市立尚徳小学校 4年 内藤
ないとう

康樹
よ し き

 雪山のヤマセミ 

米子市立加茂小学校 5年 中尾
な か お

琴
こと

美
み

 ボクとおどるかい？ 

米子市立住吉小学校 5年 石
いし

川
かわ

潮
う

苗
な

 ハバタケ 

米子市立住吉小学校 6年 秋
あき

庭
ば

楓
ふう

歌
か

 鵠の寧楽 

米子市立車尾小学校 6年 佐々木
さ さ き

由愛
ゆ あ

 生命力 

◆団体賞 米子市立福米西小学校 
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(13)コハクチョウ初飛来日クイズ 2020(応募総数 392名) ※前年度比+102名 

2003年以降、毎年開催している企画です。ネイチャーセンター入館者にコ

ハクチョウの初飛来日を予想して頂き、的中者に賞品をプレゼントしていま

す。 

今年度は、昨年より 6 日早い 10月 7日に 1羽が初飛来しました。応募総数

392名(前年比+102名)のうち、正解者は 3名(前年比-42名)でした。 

 

対  象：ネイチャーセンター入館者 

募集期間：令和 2年 9月 2日(水)からコハクチョウが初飛来する日まで 

き ま り：投票は一人 1回とする 

応募総数：392名 

的 中 者：3名 

賞  品：羊毛フェルトのコハクチョウ(抽選で 3名) 

※正解者が 3名だったので抽選なし 

記念缶バッチ(正解者全員) 

写真 130 表彰式の記念撮影 

(2021年 2月 28日) 

写真 127 第 25回絵画コンクール作品展 

(2021年 1月 25日) 

写真 128 審査会(2021年 2月 7日) 

写真 129 財団理事長から表彰状を授与 

(2021年 2月 28日) 
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(14)企画展 

ネイチャーセンターでは、米子水鳥公園の自然や野鳥に関する企画展を実

施しています。今年度は、園内で採集されたアリアケキイロヒラタガムシが

2020年に学会誌で鳥取県および日本海側初記録と発表されたことを受けて、

高校生による発案でアリアケキイロヒラタガムシの展示を開催しました。ま

た、恒例の｢第 10回園児が描いた鳥の絵展｣や、バードカービング米子との共

催でフェザーカービング展を開催しました。他団体の主催では、中海白鳥の

会、山陰野鳥写真研究会、中海近郊写真勉強会による写真展を開催し、多く

のお客様にご覧いただきました。 

 

①米子水鳥公園・つばさ池で発見されたアリアケキイロヒラタガムシ 

期 間：令和 2年 7月 13日(月)～8月 13日(木) 

会 場：米子水鳥公園ネイチャーセンター レンジャーカウンター 

実施者：金田直人(米子白鳳高校 2年生・米子水鳥公園 Jr.ﾚﾝｼﾞｬｰｸﾗﾌﾞ) 

展示物：アリアケキイロヒラタガムシの標本 3点 

    解説パネル(A4サイズ)         1枚 

    アリアケキイロヒラタガムシの生体   4匹 

(プリンカップ 2個に分けて飼育) 

※生体は 8月 7日に死亡して展示終了とした 

写真 131 2020年コハクチョウ初飛来日 

記念缶バッチ 

写真 132 正解者 3名様にプレゼントした 

羊毛フェルトのコハクチョウ 

写真 133 アリアケキイロヒラタガムシの 

展示（2020年 7月 12日) 

写真 134 アリアケキイロヒラタガムシの 

標本展示（2020年 7月 12日) 
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②第 10 回｢園児が描いた鳥の絵展｣ 

期 間：令和 2年 5月 8日(金)～7月 5日(日) 

会 場：米子水鳥公園ネイチャーセンター 観察ホール壁面 

展示物：6 園からの作品・計 9点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③第 15 回フェザーカービング展｢美しき野鳥の羽｣ 

主 催：バードカービング米子、公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団 

期 間：令和 2年 10月 26日(月)～11月 29日(日)15:00 まで 

会 場：米子水鳥公園ネイチャーセンター スロープ壁面 

展示物：フェザーカービング額装数 26点(作品数 56点) 

出品者：14 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④第 25 回｢米子水鳥公園絵画コンクール作品展｣ ※詳細は P71～73を参照 

期 間：令和 3年 1月 23日(土)～3月 7日(日) 

会 場：ネイチャーセンター内 観察ホール・スロープ・廊下の壁面 

展示物：全応募作品 147点 

 

写真 136 第 15 回フェザーカービング展｢美しき野鳥の羽｣展示風景 

(2020年 10月 30日) 

写真 135 第 10回「園児が描いた鳥の絵展」 

(2020年 5月 11日) 
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(15)出張展示 

とりアート展 

主 催：鳥取県総合芸術文化祭実行委員会 

期 間：令和 2年 12月 5日(土)～12月 9日(水) 

会 場：ホープタウン 1階催事場、3階イベント広場 

展示物：1階催事場 

・コハクチョウ幼鳥の剥製       1体 

・コガモの剥製        2体 

・マガンのカービング      1体 

・マガモのデコイ        2ペア 

3階イベント広場 

・バードカービングの歴史紹介パネル 1枚 

・カモ類のオスとメスの写真   12種類･24枚 

  (ツクシガモ、マガモ、カルガモ、ヒドリガモ、オカヨシガモ、

オナガガモ、コガモ、トモエガモ、ハシビロガモ、ホシハジロ、

キンクロハジロ、ミコアイサ) 

・米子水鳥公園カモ総選挙ポスター  12種類･各 1枚 

(ツクシガモ、マガモ、カルガモ、ヒドリガモ、オカヨシガモ、

オナガガモ、コガモ、トモエガモ、ハシビロガモ、ホシハジロ、

キンクロハジロ、ミコアイサ) 

・A1 写真パネル    3種類･各 1枚 

(雪化粧の大山の前を飛ぶマガンの群れ、セイタカシギの群れ、 

雪化粧の大山風景) 

・米子水鳥公園紹介パネル(A1)  1枚 

・米子水鳥公園の紹介映像(10分)DVD 1枚 

・ブログに掲載した写真   17種類･合計 20枚 

(カリガネ、囀るオオヨシキリ、ジョウビタキ雄、オオハクチョ

ウ 2 羽、朝焼けの大山風景×2、水面から飛び立つクロハラアジ

サシ夏羽、オナガガモとトモエガモの交雑個体雄とオナガガモ雄、

ホウロクシギ、カイツブリの親子×2、カワセミ、オオジュリン

の正面顔、モズの横顔のアップ、虹の風景×2、飛ぶヘラサギ、

巣立ち直後のハシブトガラス幼鳥、ヘラサギ夏羽、ツクシガモ雄) 

・紙芝居「オナガガモ カモ太がゆく 目指せ一番星」 

(公益財団法人日本野鳥の会･ｶﾞﾝｶﾓﾃｨｰﾁｬｰｽﾞｶﾞｲﾄﾞ) 1セット 
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(16)他団体の展示 

①中海白鳥の会写真展｢軌跡｣ 

主   催：中海白鳥の会 

期   間：令和 2年 7月 11日(土)～令和 2年 8月 10日(月) 

テ ー マ：中海周辺で撮影したハクチョウ類 

作 品 数：写真パネル 24点 

スタッフ：展示 2名・撤収 2名 

会   場：ネイチャーセンタースロープ壁面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②因州青谷和紙写真展「躍動する鳥たち」 

主   催：山陰野鳥写真研究会 

期   間：令和 2年 9月 2日(水)～30日(水) 

会   場：米子水鳥公園ネイチャーセンター 

観察ホール壁面およびスロープ壁面 

テ ー マ：因州和紙に印刷された、山陰地方で撮影された野鳥の写真 

作 品 数：額装写真 49点 

スタッフ：展示 5名・撤収 6名 

出 品 者：野田勝利、本田純一、吉見貞文、原田 一、国近浩昭 

芳 名 帳：190名 

写真 138 中海白鳥の会写真展｢軌跡｣(2020年 7月 11日) 

写真 137 とりアート展で展示中の剥製、バードカービング、写真パネル(2020年 12月 5日) 
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③第 14 回「中海近郊写真勉強会写真展」～白く美しき訪問者たち～ 

主   催：中海近郊写真勉強会 

期   間：令和 3年 3月 14日(日)～28日(日) 

会   場：米子水鳥公園ネイチャーセンター スロープ壁面 

テ ー マ：野鳥 

作 品 数：額装写真 33点(出展者 15名) 

スタッフ：展示 11名・撤収 11名 

芳 名 帳：33名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 139 因州青谷和紙写真展｢躍動する鳥たち｣(2020年 9月 2日) 

写真 140 第 14回「中海近郊写真勉強会写真展」(2021年 3月 28日) 
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(17)そのほかの展示物 

①ハンズ・オン形式の解説板(園路沿い) 

 園路沿いに設置してある野鳥解説板では、園内で観察できる野鳥をハン

ズ・オン形式のクイズで紹介しています。解説板の側面についている木製の

扉をめくると、クイズの回答と説明を見ることができます。 

 

②キッズコーナー(観察ホール) 

 幼児を対象に、鳥の絵本や鳥のぬいぐるみをたくさん配置しています。柔

らかいマットでできていて、靴を脱いで入り自由に遊ぶことができます。平

成 15 年度(2003 年度)に新設して、2017 年度に国際ソロプチミストスワン米

子とセンチュリー・トレイル様からの寄付により更新しました。今年度は新

型コロナウイルス感染拡大で緊急事態宣言の発令を受けて、ぬいぐるみを撤

去しました。 

 

③生態系ピラミッド積み木(観察ホール内レンジャーカウンター) 

 バルサ製の手作り積み木です。イネ・水草・エノコログサ・スズメ・メダ

カ・ショウリョウバッタ・カイツブリ・モズ・オオタカの積み木を並べたり、

食べられる生きものの上に食べる生きものを積み重ねたりして、生態系ピラ

ミッドを組み立てます。 

 

④鳴き声が聞こえるコーナー(観察ホール内レンジャーカウンター) 

 音声読み取り機｢U-SPEAK｣・｢声が聞こえる！ペン｣と、文一総合出版発行の

｢声が聞こえる！野鳥図鑑｣を備え付けています。野鳥図鑑のページに音源デ

ータが印刷してあり、リーダーで読み取ると野鳥の声を聞くことができます。 

また、下敷きに音源が付いていて、鳥やカエル、セミなどの声も聞ける G-speak

セット(公益財団法人日本鳥類保護連盟)も 1台備えています。 

 

⑤コハクチョウの重さを体感しよう！(観察ホール内レンジャーカウンター) 

コハクチョウと同じ重さの手提げ袋 1 袋が置いてあります。この手提げ袋

を手に持ってみると、コハクチョウの重さを体感できます。 

 

⑥昇る鳥のおもちゃ(観察ホール) 

二本のひもを交互に引くとスイスイと上へ昇っていく、手作りの鳥のおも

ちゃを 2つ、梁から吊り下げています。 

 

⑦野鳥変身セット(観察ホール) 

 野鳥の頭を模した帽子と、翼がついた衣装のセットで、小学生の低学年程

度のサイズで作られています。変身した姿は、備え付けの鏡で確認すること

もできます。幼児から小学生に大変好評で、大人の方にも記念写真の際にご

利用頂いています。 

平成 28 年度と令和 2 年度に、地域貢献団体スワン米子から、コハクチョウ、

マガモ、オオタカ、スズメ、ベニマシコ、カワセミの 6 種類の野鳥の変身セ

ット（H28年は子ども用、R2年は大人用）が寄贈され、活用しています。 

※p.115 寄付の拝受実績も参照 
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⑧水鳥公園の野鳥パズル(31 種 33点：観察ホール内レンジャーカウンター) 

・アオサギ(A4サイズ)    ・オオタカ(A4サイズ) 

・オオバン(A4サイズ)   ・オカヨシガモ(A4 サイズ) 

・オシドリ♂(ハガキサイズ)×2  ・オジロワシ(A4サイズ) 

・オナガガモ♂(A4サイズ)   ・カモメ(A4サイズ) 

・カルガモ(A4サイズ)   ・カワウ(はがきサイズ) 

・カワセミ♂(ハガキサイズ)  ・カンムリカイツブリ(A4サイズ) 

・キンクロハジロ♂(A4サイズ)   ・クロツラヘラサギ(A4サイズ) 

・コウノトリ(A4サイズ)   ・コハクチョウ(はがきサイズ) 

・スズガモ(A4サイズ)   ・スズメ(A4サイズ) 

・セグロカモメ(A4サイズ)   ・ツバメ(A4サイズ) 

・ノスリ(A4サイズ)   ・ハクセキレイ(A4 サイズ) 

・ハシビロガモ♂(実物大)  ・ハシブトガラス(A4サイズ) 

・ヘラサギ(A4サイズ)   ・ホオジロ♂(A4サイズ)  

・ホシハジロ♂(A4サイズ)  ・マガモ♂(実物大・はがきサイズ) 

・マガモ♀(はがきサイズ)  ・ミコアイサ♂(A4 サイズ) 

・ユリカモメ(A4サイズ)   ・ヨシガモ(A4サイズ) 

 

⑨顕微鏡コーナー(観察ホール) 

 デジタル顕微鏡(40インチワイドモニタの場合の画面倍率 79～316.2倍)を

設置し、大画面テレビで標本を高倍率かつ鮮明に観察できます。平成 28年に

国際ソロプチミストスワン米子から寄贈されました。 

 

⑩バードカービング 

・｢マガモの番い｣     遠藤 登 作(観察ホール) 

・｢潮止め松のコノハズク｣    遠藤 登 作(観察ホール) 

・｢佇(たたず)む｣(立ち姿勢のコハクチョウ)  門永哲郎 作(展示室) 

・｢飛翔｣(飛び立ち姿勢のコハクチョウ)  門永哲郎 作(展示室) 

・｢ハシビロガモ｣(フローティングデコイ)  渡邊敏治 作(ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ) 

 

⑪鳥の飛翔姿の実物大模型(スタイロフォーム製：観察ホール天井) 

・コハクチョウの家族(成鳥 2体・幼鳥 3体、計 5体) 

・オジロワシ成鳥(1体) 

・ハイイロチュウヒ雄(1体) 

 

⑫人が入れる巨大巣箱 ※普通の巣箱との体積比 1000倍 

 平成 23年度に開催した鳥の巣展で作成した、人が入れる大きさに拡大した

小鳥の巣箱です。小鳥の帽子をかぶって巣箱に入り、巣穴から顔を出して遊

んだり、記念写真を撮ったりするお客様が多く、とても好評です。巣箱の中

には、同じ縮尺で拡大制作した、スッポンとブッポウソウ、シジュウカラの

卵の模型を置き、壁面には、巣箱に施された様々な工夫についての解説パネ

ルを設置しました。 

 

 



 81 

⑬昆虫標本(ドイツ箱 5箱・標本約 200点：観察ホール) 

園内で採集された昆虫類の標本を並べ、ルーペで観察できるコーナーを設

けました。今年度は、光線による標本の退色を防ぐためのフタを更新しまし

た。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭本日のおすすめ・水鳥公園ニュース（新設） 

 来館者の皆様に、今どんな鳥が見られるのか、最近の面白い話題について

ご紹介する掲示板を、観察ホール内に新設しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮水槽展示(エントランスホール・観察ホール) 

 園内に生息する水辺の小動物を 1 階のエントランスホールに展示しました。

園内で採集されたメダカ、ギンブナ、クサガメや南部町で採集されたスッポ

ン、米子市内で採集されたミシシッピアカミミガメを、それぞれ 60cm水槽で

飼育展示しました。さらに、タテジマイソギンチャクなど中海の生き物の飼

育展示をしました。 

写真 142 リニューアル後のむしムシ BOX 

(2020年 5月 22 日) 

写真 141 リニューアル前のむしムシ BOX 

(2020年 5月 13 日) 

写真 143 本日のおすすめ・水鳥公園ニュース 

（2020年 5月 28日） 
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⑯野生鳥獣の剥製・標本 

 偶然発見されたへい死鳥獣を収集して製作した、野生鳥獣の標本を収集・

保管しています。そして、その中から本剥製の一部を常設展示しています。

今年度は、15 種 15体の本剥製と 3種 3体の仮剥製を新たに製作しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑰骨格標本(一部展示：2種 2体) 

・コハクチョウ幼鳥   ・ヌートリア(全身、頭骨) 

 

⑱毛皮標本(非展示：1種 1 体) 

・ヌートリア 

 

⑲バードカービング米子会員の作品展示 

 バードカービング米子の会員が製作したバードカービング作品を、展示室

の入口前に展示しました。 

 

写真 144 今年度制作した野生鳥獣の剥製 
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表 14 本剥製一覧表 2020（1/3） 
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表 14 本剥製一覧表 2020（2/3） 
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表 14 本剥製一覧表 2020（3/3） 
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表 15 仮剥製一覧表 2020 
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(18)バードカービング講習会の開催(年間のべ 179 名が参加) ※前年度比-12 名 

 米子水鳥公園で実施していたバードカービング教室の受講者達が集まって、

平成 10年に｢バードカービング米子｣というサークルが結成されました。この

バードカービング米子が、月に 1～3回の頻度で講習会を開催しました。 

 

・講 師：門永哲郎 先生 

・会 場：ネイチャーセンター会議室 

・日 数：合計 26日間 

・人 数：のべ 179名(講師含む) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(19)職場体験学習等研修 

新型コロナウイルス感染拡大のため中止となりました。 

 

 

写真 145 バードカービング米子の活動風景 

(2021年 2月 6日) 

写真 146 バードカービング制作の様子 

(2021年 2月 6日) 
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(20)講師派遣実績(年間 19件、参加者のべ 1,918名) ※前年度比+189名 

 

 

表 16 講師派遣実績 2020 
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写真 147 第 56回西部地区巣箱コンクール 

審査会(2020年 10月 8日) 

写真 148 米子市立彦名小学校 4年生 

｢バードコール作り｣ 

(2019年 10月 15日) 

写真 149 とりアート展「野鳥紙芝居」 

(2020年 12月 4日) 

写真 150 米子市立加茂小学校 4年生 

｢環境学習に関する講演会｣ 

(2020年 12月 17日) 
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(21)その他啓発活動実績(年間 98件、のべ 2,152名が参加) ※前年度比-1,576名 

  

 

 

表 17 その他啓発 2020(1/6) 
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表 17 その他啓発 2020(2/6) 
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表 17 その他啓発 2020(3/6) 
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表 17 その他啓発 2020(4/4) 
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写真 151 西部あおば幼稚園 

｢園児が描いた鳥の絵展見学｣ 

(2020年 6月 4日) 

写真 152 ガールスカウト鳥取第 3団 

｢バックヤードツアー｣ 

(2020年 7月 5日) 

写真 153 NPO法人日本野鳥の会鳥取県支部 

｢生き物のすみか作り教室｣ 

(2020年 8月 9日) 

写真 154 米子市弓ヶ浜中学校 1年生 

     ｢地域学習におけるｱﾝｹｰﾄ調査｣ 

(2020年 10月 19日) 

写真 156 にしき幼稚園未就園児･年少組 

(2020年 12月 16日) 

写真 155 鳥取県西部高等学校理科の会 

小中学生を対象とした教育活動

について｣(2020年 11月 30日) 



 95 

(22)展示物等物品貸し出し協力(年間 24件) ※前年比:＋1件 

 

 

表 18 展示物等貸し出し 2020 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 157 マツダケン作｢水に憩う｣搬出 

(2021年 1月 15日) 
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(23)普及啓発関連出版物協力(年間 9件) ※前年度比+3件 

 

表 19 普及啓発出版物協力 2020 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（24）普及啓発事業に関する研修等 

①米子市クリーンセンター見学会 

    なかうみ環境学習事業を利用して、米子水鳥公園の見学に訪れる小学校の

多くが併せて見学している、米子市クリーンセンターを見学しました。米子

市環境政策課の皆さんに施設をご案内して頂き、小学生にどのような内容で

解説しているのかを教えていただきました。今後、水鳥公園の見学に訪れた

小学生に、米子市クリーンセン 

ターの見学内容と関連付けた

内容で水鳥公園をご案内でき

るようにすることが目的です。 

 

日 時 2021年 12月 17日(木) 

13:30～15:00 

参加者 神谷 要 館長 

    桐原佳介 主任指導員 

    米田洋平 指導員補助 

    三原菜美 専任指導員 写真 158 米子市クリーンセンター見学会 

(2020年 12月 17日) 


